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はじめに 

 

世界中の国と地域で新型コロナウイルス感染症が猛威を振るうなか、8000 万人を超える難民・

避難民が、感染拡大の脅威と社会経済状況の悪化の影響により命の危険に晒されている。本稿で

は、ルワンダで新型コロナ危機が発生した 2020 年 3 月以降、国内の難民キャンプに暮らす人々が

直面している諸問題について、おもに国連高等難民弁務官事務所（UNHCR）の報告書1や、難民青

年男女、NGO 職員、UNHCR 駐ルワンダ事務所広報官を対象にして実施した聞き取りから得た情

報をもとに解説する2。 

 

 
１．ルワンダにおける新型コロナ危機 

 

ルワンダではひとたび感染拡大が起こり、重症患者が増加すれば、貧弱な医療体制では対応で

きないとの判断から3、政府が早い時期から徹底した新型コロナ封じ込め対策を取ってきた。2020

年 3 月 14 日に最初の感染者が確認されて以降、国境封鎖を含む徹底した水際対策、１カ月以上に

 
1 UNHCR がウェブ上で公開している、ルワンダ在住難民の支援に関する月間事業報告の 2020 年 2 月から 9 月分

を確認した。本稿執筆時の 2021 年 1 月初旬の時点では、2020 年 9 月の事業報告が最新のものであった。 
2 聞き取りは、2020 年 8 月から 12 月にかけて、対面、オンライン、電話などの方法で、コンゴおよびブルンジ

難民青年男女 9 名、NGO 職員 1 名、UNHCR 広報官 1 名を対象に実施した。 
3 新型コロナ危機発生から 9 カ月以上が経過した 2020 年 12 月の時点で、ルワンダ国内にある ICU の病床数は

114、人工呼吸器は 220 台となっている［The East African 2021］。 
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わたる全国一斉ロックダウン、夜間外出禁止、経済活動の大幅な抑制、集会の禁止、学校や宗教

施設の閉鎖、公共の場でのマスク着用の義務化等、感染拡大予防策を徹底して実施するとともに、

PCR 検査体制の拡充にも取り組んできた［WHO 2020］。2021 年 1 月 1 日現在、人口約 1300 万人

のルワンダにおける累計感染者数は 8460 人、累計死亡者数は 96 人、致死率（累計感染者数に占

める死亡者数の割合）は 1.1%にとどまっている［Ministry of Health of Rwanda 2021］。2020 年 11

月、全国一斉に学校が再開されて以降、感染拡大が顕著であるものの、ルワンダはこれまで新型

コロナ封じ込めに成功した国と見なされてきた［The New Times 2020a］。しかし、ルワンダ政府の

断固とした新型コロナ対応は、世界経済停滞の影響と相まって国内経済を大きく停滞させ、大量

の失業者を生み出し、人々の生活を困窮させてきた4。 

 

 
２．ルワンダ在住難民の概要 

 

2020 年 9 月末時点で、ルワンダには 14 万 6831 人の難民および難民申請者がおり、その内訳は

コンゴ民主共和国（DRC。旧ザイール）出身者が 7 万 6845 人、ブルンジ出身者が 6 万 9666 人、

その他の諸国出身者が 320 人である。これらの約 9 割が 6 つの難民キャンプに居住するが、残り

の約 1 割は、首都キガリか南部の主要都市フイエに居住する。 

表 1 にルワンダ国内の難民キャンプの概要を示す。最初の 5 つは、異なる時期にコンゴ民主共

和国東部の内戦から逃れてきたルワンダ系コンゴ人を受け入れるために設立され、在住するほと

んどの難民がコンゴ民主共和国出身者であるため、コンゴ難民キャンプと言われる。6 つ目のマ

ハマ・キャンプは、2015 年に発生した政治危機の際にルワンダに流入したブルンジ難民のために

設立されたキャンプである5。 

 

表 1：ルワンダにある難民キャンプの概要 
番

号 

キャンプ名 設立年 所在地 難民のおもな

出身国 

敷地面積 

（ha） 

人口 人口密度  
（人／㎢） 

1 キジバ 1996 カロンギ郡 DRC 37.0 17,051 46,084 

2 ギヘンべ 1997 ギチュンビ郡 DRC 42.3 12,228 28,908 

3 ニャビヘケ 2005 ガツィボ郡 DRC 36.8 14,355 39,008 

4 キゲメ 2012 ニャマガベ郡 DRC 34.8 21,300 61,207 

5 ムゴムブグァ 2014 ギサガラ郡 DRC 19.8 10,801 54,551 

6 マハマ 2015 キレへ郡 ブルンジ 171.8 59,538 34,655 

 合 計  342.5 135,273 39,496 

（出所）UNHCR［2020e］と World Bank［2019］に記載された情報をもとに筆者が作成（2020 年 9 月 30 日時点）。 

 
4 2020 年 2 月には 13.1%だった失業率がロックダウン後の 5 月には 22.1%に上昇。2 月に 356 万 9000 人だった被

雇用者が、ロックダウン導入後の 4 月には 211 万 7416 人に減少（145 万人以上が失業）。ただし 5 月下旬には

319 万 9000 人まで回復［NISR 2020］。 
5 2020 年 8 月末から一部のブルンジ難民の本国帰還が始まり、9 月末までに 1503 人の帰還が完了した［UNHCR 

2020e］。10 月以降、人口過密のキゲメからマハマへのコンゴ難民移住計画が実施されている。 
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これらのキャンプで生活する難民の多くは、新型コロナ危機に対して極めて脆弱な存在である。

その 4 つの側面を指摘する。第一は、劣悪な環境に密集して暮らしていることである。表 1 にあ

るように、各キャンプの人口密度は非常に稠密であり、その平均は、キガリの人口密度 1552 人/平

方キロメートル（2012 年）の約 25 倍に上る。キャンプによって多少の差はあるものの、難民家族

の住居は狭くて換気が悪い粗末なのものである6。しかも、そのような住居が密集しており、住居

間の間隔はわずかに 2 メートルに満たない。キャンプ内の集落ごとに設置されているトイレ、シ

ャワー室、手洗い場等の絶対数も不十分であり、他人と距離を保って生活することは非常に困難

である。また、いくつかのコンゴ難民キャンプでは深刻な水不足が問題になっており、緊急事態

後に最低限必要な供給量とされる 1 人 1 日当たり 20 リットルという基準を大きく下回っている

状況である［UNHCR 2020a-e］。  

第二に、アクセスできる医療・保健サービスが不十分であることである。キャンプ在住の難民

は、基本的な医療・保健サービスをキャンプ内の医療施設で受けることができる。しかし、重い

病気や手術が必要な場合は、一般の公立病院に紹介されることになり、診療・処置を受けるまで

にはかなりの期間待たされるのが普通である。 

第三に、恒常的に貧困状態で生活していることである。ルワンダの難民キャンプで暮らす人々

は、生存に必要最低限の食料支援を国連世界食糧計画（WFP）から受けている7。それだけでは生

活ができないため、多くの難民がキャンプの内外で経済活動に従事している。しかし、その大多

数はキャンプ周辺に地域住民が保有する農地での農業労働、キャンプ内での小商い、建設現場で

の日雇い労働、歩合制で働く理髪・美容業の従業員など、低収入かつ不安定な雇用形態で働く人々

である［World Bank 2019］。 

第四に、精神的にもさまざまな問題を抱えている場合が多いことである。難民のなかには、紛

争や迫害により精神的な苦痛を経験し、そのトラウマに苦しんでいる人々、あるいは、不自由な

生活を強いられていることから、精神的に不安定な状態にある人々も少なくない。 

 

 
３．新型コロナ危機下に難民が直面している諸問題 

 

それでは、新型コロナ感染症がもたらした危機のなかで、ルワンダで暮らす難民は実際にどの

ような問題に直面しているのであろうか。聞き取り調査と UNHCR 業務報告の内容から浮かび上

がった問題を以下に述べる。 

 

（1）難民の新型コロナウイルス感染被害 

ルワンダ在住の難民で初めて新型コロナウイルス感染者が確認されたのは、2020 年 7 月 6 日の

ことであった。これは、ルワンダ国内で初めて感染者が確認されてから約 4 カ月遅れのことであ

 
6 1 世帯当たりの人数が 12 人以上にならない限り、世帯員全員が床面積 20 平方メートルに満たない 2 部屋のみ

の 1 戸の住宅に居住。 
7 キャンプで生活する難民は、毎月 1 人当たり 7600 フラン（約 760 円）を支給されるか、そのうちの一部を現

金、残りを豆やお粥用の穀物粉末で支給される。 
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る。同じ時点では、ルワンダ国内で既に 1113 名の感染者が確認されていた。各キャンプで早い時

期から新型コロナウイルス感染症に関する周知活動、マスクや衛生用品の無料配布、手洗い施設

の増設等を実施したことが功を奏したとみられる8。しかし、10 月に入ると複数のキャンプで感染

者が次々と確認され、難民キャンプが新型コロナウイルス感染症の「ホットスポット」と見なさ

れる事態になった［The New Times 2020b; 2020c］。 

UNHCR 広報官から得た情報によれば、2020 年 11 月 2 日時点において、ルワンダ国内で新型コ

ロナウイルス感染が確認された難民は 218 人、死亡者は 1 人である。これは、同時点の国内感染

者数 5155 人の 4.2%に相当する。11 月 2 日時点の 10 万人当たりの感染者数で比較すると、ルワン

ダ在住者全体の 39.3 人に対し、難民が 148.5 人と約 3.8 倍になっており9、難民が一般のルワンダ

在住者よりもかなり高い確率で感染していることがわかる。 

UNHCR 広報官によると、11 月 2 日時点で感染が確認された難民は、死亡した 1 名を除きすべ

て無症状者か軽症者であるため、「ルワンダ政府の指針に従い」、在宅でケアを受けているとのこ

とであった。11 月以降の難民の感染者数、また、重症化したり死亡した難民については本稿執筆

時点では公表されていないが、ルワンダ国内全体では 12 月以降、新型コロナ第二波のために感染

者・死亡者ともに急増しており、キャンプ内での感染拡大、さらには重症化による死亡者の増加

が懸念される。 

   

（2）キャンプ人口の増加による生活環境の悪化 

2020 年 3 月下旬の全国一斉ロックダウンと学校閉鎖により、キャンプ内に家族を持つが、それ

まで都市部に暮らしていた難民や、学生寮や寄宿学校から退去させられた難民の多くが、キャン

プにいる家族に合流した。各キャンプ内の人口増加により、難民家族の狭い住居はさらに混雑す

ることになり、キャンプ住民の水道・衛生設備、医療施設等へのアクセスが低下した。さらには、

11 月まで続いた学校閉鎖により、難民キャンプのなか、あるいは外にある学校に通っていた子ど

もたちが学校給食を受けることができなくなり、難民家族の負担増大を招いた。しかし、WFP が

資金不足に苦しんでいることもあり、毎月の食料支援量は据え置かれ10、難民家族の家計のやりく

りがますます困難なものになった。 

 

（3）新型コロナ感染予防対策と人道支援活動の一時中断・制限 

新型コロナ危機の発生以降、ルワンダ政府危機管理省（Ministry in Charge of Emergency 

Management／MINEMA）の指揮のもと、難民支援にあたる人道支援組織は、キャンプ内での感染

拡大を防ぐための対策を早急に実施する必要に迫られた。とくに、手洗い用設備の設置、マスク

や石鹸の配布、外部からキャンプに戻った難民を一時的に隔離する施設の確保、保健衛生ワーカ

 
8 2020 年 3 月 21 日から 5 月 4 日に実施された全国一斉ロックダウンが解除された後も、感染拡大地域と隣接し

ていたキゲメとマハマのキャンプでは 7 月中旬から少なくとも 8 月末までロックダウンが実施された。 
9 10 万人当たりの感染者数算出のために、ルワンダの 2020 年の推定人口 1312 万 410 人［World Population 

Review, 2020 年 12 月 28 日アクセス］と 2020 年 9 月 30 日時点のルワンダ在住難民人口 14 万 6831 人［UNHCR 
2020e］を用いた。 

10 新型コロナ危機発生以降、WFP は資金不足のため、他のアフリカ諸国に住む 270 万人以上の難民に対し、食

料配給量を 3 割削減せざるを得なかった［WFP 2020］。 
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ー・ボランティアへの新型コロナ感染予防と対応に関する講習等、多岐にわたる活動が実施され

た［UNHCR 2020a-e］。 

その一方で、人道支援組織は、感染防止のための移動制限などの問題に直面したため、すべて

の人道支援組織が通常の難民支援活動を一時的に中断したり抑制せざるを得なくなった。難民家

族への毎月の食料支援、乳幼児・高齢者・身体障害者・慢性疾患患者への補助給食、基礎保健サ

ービスの提供は継続されてきたが、物資配布の遅延などが起きている［UNHCR 2020b］。保健衛生、

家族計画、子どもの権利、ジェンダーに基づく暴力に関する教育・啓蒙活動、青少年活動、職業

訓練等、複数の難民との同時接触を要する活動の多くは、一時停止に追い込まれた［UNHCR 2020a-

e］。 

 

（4）失業による収入減と物価高騰による生活の困窮 

前節で述べたように、難民キャンプで生活する人々の多くは、低収入かつ不安定な雇用形態で

働いているが、ロックダウンとその後も続いたさまざまな社会経済活動の制限措置は、これらの

人々から生活の糧を得る機会を奪った。また、国境封鎖やロックダウンによる物流の停滞は、食

料品や生活用品の価格上昇を引き起こし、人々の生活をますます苦しいものにした。ロックダウ

ン開始直後、難民キャンプ内のマーケットで販売されている商品の価格が 14～75%上昇したとの

報告もある［UNHCR 2020a］。 

新型コロナ危機発生以降、多くの難民が経済的に困窮していることは間違いないが、公表され

ている UNHCR の事業報告で確認できる健康・栄養状態の指標からは、難民の健康状態が顕著に

悪化しているという傾向は見られない11。これは、困難に直面しつつも、難民全体への食料・健康

支援や、とくに脆弱な難民への補助給食等を人道支援組織が継続してきたことによるところが大

きいと見られる。しかし、12 月以降、新型コロナ感染第二波の影響を受け、難民の健康状態が今

後どのように推移していくのか注視する必要がある。 

 

（5）女性や子供に対する暴力の増加 

国連女性機関（UN Women）は 2020 年 4 月、新型コロナ危機発生以降、世界各国で女性や女児

に対する暴力が増加していると警告している［UN Women 2020］。ルワンダの難民キャンプでも、

最初にロックダウンが実施された 2020 年 3 月から 5 月にかけて、性別およびジェンダーに基づく

暴力（SGBV）が急増した。5 つのコンゴ難民キャンプでは、2～3 月の 2 カ月間に報告された SGBV

の件数が 38 だったのに対し、4～5 月の 2 カ月間は 98 件であった［UNHCR 2020b; 2020c］。また、

ブルンジ難民のマハマ・キャンプでは、SGBV ホットラインに寄せられた相談件数が 3 月（約 50

件）から 4 月にかけて急増し（130 件以上、2.6 倍増）、5 月にはさらに増加した（180 件以上、3 月

の 3.6 倍増）［UNFPA 2020b］。 

新型コロナ危機下の難民キャンプにおける SGBV 増加には複合的な要因が関与している。まず、

ロックダウン、学校閉鎖、公共の場での集会・活動の停止といった感染拡大予防措置が、女性や

 
11 2020 年 2 月から 9 月のデータ［UNHCR 2020a-e］と 2019 年 2 月から 9 月のデータ［UNHCR 2019a-h］を比

較。 
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子供を虐待者（多くの場合、近親者を含む顔見知り）のいる場所に閉じ込め、外部の人々から孤

立させることになった［UNFPA 2020b］。また、人道支援組織のキャンプ内での活動が大幅に制限

されたことにより、既存の保護メカニズムが弱体化したことが指摘されている［UNFPA 2020a］。 

さらには、「安全、健康、金銭にまつわる心配によって生み出された緊張や重圧が、ロックダウン

下で狭苦しい場所に閉じ込められた生活状況によって強化されるなかで」［UN Women 2020, 3］、

難民家族間の関係悪化を引き起こし、結果的に SGBV の増加をもたらした可能性がある。 

また、SGBV とは性格を異にするが、キャンプ内において、親の貧困、失業、アルコール・薬物

乱用、援助依存等により育児放棄が急増したと報告されている［UNHCR 2020e］。 

 

（6）若年層妊娠の増加 

若年層の望まれない妊娠は、難民であるなしにかかわらず、ルワンダ国内で以前から社会問題

として認識されてきたが、新型コロナ危機下においてさらに深刻化していると見られる。ここで、

筆者が複数の難民キャンプで青少年活動に従事する NGO 職員の聞き取りから把握した、若年層

妊娠増加の背景にある二つの要因について指摘したい。まず第一は、7 カ月以上に渡って学校が

閉鎖されたことに加え、キャンプ内の社会・教育活動が中断されたことから、時間を持て余した

青年男女が避妊具を付けずに性交を持つ機会が増えたことである12。第二は、新型コロナ危機下、

生活が苦しくなった若者たちが、ネガティブな対処戦略として売春を行うという問題である。そ

れは、若年層の女性が現金と引き換えに男性と性交するということにとどまらない。若年層の男

性がキャンプ内で場所を確保し、若年層の女性に売春行為をさせるケースもあるという。同職員

によると、このようなことが複数のキャンプで存在しており、若者たちのあいだで避妊に関する

誤った情報が流布していることと相まって、今後さらに若年層女性の妊娠が増加する恐れがある。 

 

 
おわりに 

 

現在、新型コロナ第二波の襲来を受け、ルワンダ在住の難民を取り巻く環境はいよいよ厳しい

ものになっている。その一方で、国際人道支援組織が深刻な資金不足に苦しむなか、本稿で指摘

したものを含め、難民が直面する諸問題が悪化する恐れが高い。日本を含め、援助諸国の政府も

市民も自国のことで精一杯で、他国の人々への支援どころではないといった内向きな空気が支配

しているように見受けられる。しかし、新型コロナ危機が、難民を含め社会で最も脆弱な立場に

ある人々に容赦なく襲いかかっていることを忘れてはならない。今後、難民支援の機運が高まる

ことに期待したい。 

 

 

 

 
12 NGO 職員によると、キャンプ内の医療施設でコンドームが無料で配布されているが、受け取り時に氏名を記

載しなくてはならず、若年層の性交がタブー視されていることなどからあまり利用されていないという。 



新型コロナ危機下のルワンダで難民が直面している問題 

16 アフリカレポート 2021 年 No.59 

 

 
参考文献 

 
Ministry of Health of Rwanda 2021. “COVID-19 Updates 01.01.2021.” Official Twitter handle of the Ministry of Health, 

Government of Rwanda. 2 January (https://twitter.com/RwandaHealth/status/1345100130085695493, 2021 年 1 月 2 日

アクセス). 
NISR(National Institute of Statistics of Rwanda) 2020. Labour Force Survey Trends-May 2020 (Q2). Kigali : National 

Institute of Statistics of Rwanda. 
The East African 2021. “Rwanda Grapples with Rising COVID-19 Deaths.” 1 January 

(http://www.theeastafrican.co.ke/tea/news/east-africa/rwanda-rising-covid-19-deaths-3244494, 2021 年 1 月 2 日アクセ

ス). 
The New Times 2020a. “WHO Applauds Rwanda’s Response to Covid-19.” 20 October 

(http:///www.newtimes.co.rw/news/who-applauds-rwandas-response-covid-19, 2020 年 12 月 26 日アクセス). 
――― 2020b.“COVID-19: Mahama Refugee Camp Registers More Cases.” 23 October (http:///www.newtimes.co.rw/covid-

19/covid-19-mahama-refugee-camp-registers-more-cases, 2020 年 12 月 26 日アクセス). 
――― 2020c. “COVID-19: Prisons, Refugee Camps Remain Major Hotspots as 72 New Cases Are Reported.” 27 November 

(http://www.newtimes.co.rw/covid-19/covid-19-prisons-refugee-camps-remain-major-hotspots-72-new-cases-are-
reported, 2020 年 12 月 26 日アクセス). 

UNFPA(United Nations Population Fund) 2020a. “Impact of the COVID-19 Pandemic on Family Planning and Ending 
Gender-Based Violence, Female Genital Mutilation and Child Marriage.” (https://www.unfpa.org/resources/impact-
covid-19-pandemic-family-planning-and-ending-gender-based-violence-female-genital, 2020 年 12 月 24 日アクセス). 

――― 2020b. “Addressing Gender-Based Violence in Refugee Camps During COVID 19 Pandemic.” 
(https://rwanda.unfpa.org/en/news/addressing-gender-based-violence-refugee-camps-during-covid-19-pandemic, 2020 年

12 月 24 日アクセス). 
UNHCR(United Nations High Commissioner for Refugees) 2019a. Operational update > Rwanda / Feb 2019 

(https://www.unhcr.org/rw/rwanda-operation-monthly-factsheets, 2020 年 11 月 10 日アクセス). 
――― 2019b. Operational update > Rwanda / Mar 2019 (URL とアクセス日は同上). 
―――  2019c. Operational update > Rwanda / Apr 2019 (URL とアクセス日は同上). 
――― 2019d. Operational update > Rwanda / May 2019 (URL とアクセス日は同上). 
――― 2019e. Operational update > Rwanda / June 2019 (URL とアクセス日は同上). 
――― 2019f. Operational update > Rwanda / July 2019 (URL とアクセス日は同上). 
――― 2019g. Operational update > Rwanda / Aug 2019 (URL とアクセス日は同上). 
――― 2019h. Operational update > Rwanda / Sep 2019 (URL とアクセス日は同上).  
――― 2020a. Operational update > Rwanda / Feb – Mar 2020 (URL とアクセス日は同上). 
――― 2020b. Operational update > Rwanda / Apr – May 2020 (URL とアクセス日は同上). 
――― 2020c. Operational update > Rwanda / June 2020 (URL とアクセス日は同上). 
――― 2020d. Operational update > Rwanda / July – Aug 2020 (URL とアクセス日は同上). 
――― 2020e. Operational update > Rwanda / Sep 2020 (URL とアクセス日は同上). 
UN Women 2020. “COVID-19 and Ending Violence Against Women and Girls.” (https://www. unwomen.org/en/digital-

library/publications/2020/04/issue-brief-covid-19-and-ending-violence-against-women-and-girls , 2020 年 12 月 24 日ア

クセス). 
WFP(World Food Programme) 2020. “Food Rations Cut for Refugees in Eastern Africa as Coronavirus Stretches Resources.” 

26 August (https://www.wfp.org/news/food-rations-cut-refugees-eastern-africa-coronavirus-stretches-resources, 2020 年

11 月 10 日アクセス). 
WHO(World Health Organization) 2020. “COVID-19 in Rwanda: A Country’s Response.” 20 July 

(https://www.afro.who.int/news/covid-19-rwanda-countrys-response, 2020 年 11 月 10 日アクセス).  
World Bank 2019. Rwanda: Economic Activity and Opportunity for Refugee Inclusion. Washington DC: World Bank  

(https://reliefweb.int/sites/reliefweb.int/files/resources/70595.pdf, 2020 年 12 月 26 日アクセス).  
World Population Review. “Rwanda Population 2020.” (https://worldpopulationreview.com/countries/rwanda-population, 

2020 年 12 月 28 日アクセス).  
 

（ささき・かずゆき／ルワンダ・プロテスタント人文社会科学大学） 

https://twitter.com/RwandaHealth/status/1345100130085695493?ref_src=twsrc%5Etfw%7Ctwcamp%5Eembeddedtimeline%7Ctwterm%5Eprofile%3ARwandaGov&ref_url=https%3A%2F%2Fwww.gov.rw%2Fkoronavirusi%2F
htpp://www.theeastafrican.co.ke/tea/news/east-africa/rwanda-rising-covid-19-deaths-3244494
http://www.newtimes.co.rw/news/who-applauds-rwandas-response-covid-19
http://www.newtimes.co.rw/covid-19/covid-19-mahama-refugee-camp-registers-more-cases
http://www.newtimes.co.rw/covid-19/covid-19-mahama-refugee-camp-registers-more-cases
http://www.newtimes.co.rw/covid-19/covid-19-prisons-refugee-camps-remain-major-hotspots-72-new-cases-are-reported
http://www.newtimes.co.rw/covid-19/covid-19-prisons-refugee-camps-remain-major-hotspots-72-new-cases-are-reported
https://www.unfpa.org/resources/impact-covid-19-pandemic-family-planning-and-ending-gender-based-violence-female-genital
https://www.unfpa.org/resources/impact-covid-19-pandemic-family-planning-and-ending-gender-based-violence-female-genital
https://rwanda.unfpa.org/en/news/addressing-gender-based-violence-refugee-camps-during-covid-19-pandemic
https://www.unhcr.org/rw/rwanda-operation-monthly-factsheets
https://www.wfp.org/news/food-rations-cut-refugees-eastern-africa-coronavirus-stretches-resources
htpps://www.afro.who.int/news/covid-19-rwanda-countrys-response
https://reliefweb.int/sites/reliefweb.int/files/resources/70595.pdf
htpps://worldpopulationreview.com/countries/rwanda-population

